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１２月１８日に開催された愛知県議会の議会運営委

員会で「無所属、一人会派議員には四年に一回しか

本会議で一般質問させない愛知県議会のルールの変

更を求める」請願審査が行われ、日本共産党のしもお

く奈歩議員と無所属の末永けい議員が、委員外委員

として請願に賛成の立場から意見を述べました。 

県議会条例の規定も引用し、議員にと
っての一般質問の意義を語り賛成討論 

しもおく県議は「一般質問は、議員にとって『最も意

義のある発言の場』であり、執行部の所信や疑義を

『いつでもただす』ことができてこそ、行政へのチェッ

ク機能を果たすことができます。４年に１度の質問だけ

では、その役割を十分果たすことができません」と一

般質問の意義を強調。 

さらに、「県民の多様な意思の調整を図り、これを

県政に反映させるため、県民に開かれた運営に努め

公平かつ公正な議論をつくす」という『愛知県議会の

議会基本条例』の条文を引き、「県民の多様な意思を

反映するには、無所属・１人会派をはじめ少数会派の

質問機会を十分に保障して、様々な視点から県政に

ついて議論していくことが必要」と請願に対する賛成

討論を行いました。 

根拠示さず、虚偽の発言まで行い自
民、民主、公明、減税が請願不採択 

自民、民主、公明、減税は、各会派が発言しました

が、「質問機会を確保するためのルールだ」と言うだ

け、どうして無所属･１人会派の一般質問を制限する

根拠を示すことができません。自民県議は、「無所属

議員からは意見がなかった」と事実に反する発言もあ

りました。しかし、当事者である無所属･１人会派の県

議に提案を示さず、意見も求めず、当事者抜きに決め
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たのは議会運営委員会です。 

議会運営委員会を構成する自民、民主、公明、減税

の各会派の議員は、この請願をそろって不採択としまし

た。 

日本共産党愛知県議団は引き続き、県議会の民主

化のために全力をあげます。 

２０日の本会議で反対討論 

しもおく奈歩県議は、１２月２０日の県議会最終日、本

会議で議案に対する反対討論を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊橋公園への新アリーナ建設への県費の投入や知

事の手当を２１万４千円も増やす特別職の期末手当増

額など５つの点について事実にもとづく批判を行い、反

対の意見を述べました。（反対討論の要旨は裏面をご

参照ください） 

 

 

 

 

 

 

 

ご一緒に対話をして

いただく人大募集！ 

本会議で反対討論を行う しもおく奈歩県議 


